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「WORK分析シートの設定方法－大小関係－」
JP法研究会 富士栄

■大小関係の意味

WORK シートは右に広いシートです。今回は、右へスクロールさせていくと出てくる
「大小」関係について解説します。

ここが「大小」の項目です。

この項目は、短、中、長という３本の周期の線についての位置関係を調べるものです。

どちらが大きくて、どちらが小さいかという事になります。

それぞれ「短中」、「中長」、「短長」と入力項目があります。

■セットする内容

「短中」・・・短＞中の場合は「１」を入力、短＜中の場合は「３」を入力

「中長」・・・中＞長の場合は「１」を入力、中＜長の場合は「３」を入力

「短長」・・・短＞長の場合は「１」を入力、短＜長の場合は「３」を入力
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■１、１、１の場合

短＞中＞長という事を表しています。

■３、３、３の場合

短＜中＜長という事を表しています。

※全ての項目を入れる必要はありません。短と中の２本を調べる場合は、「短中」の
項目だけセットしてください。
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■周期が５、２５、７５の移動平均線の位置（大小）関係を調べる

３本の移動平均線の位置関係を調べる場合は下記のようにセットします。

チェックに「１」

周期
短・・・「５」 中・・・「２５」 長・・・「７５」

周期５＞２５＞７５の場合を調べる時は、

右方向へスクロールさせ、「大小」の項目を見つけ前ページで紹介したように
それぞれに「１」を入力し「１、１、１」とします。

周期５＜２５＜７５の場合を調べる時は、

右方向へスクロールさせ、「大小」の項目を見つけ前ページで紹介したように
それぞれに「３」を入力し「３、３、３」とします。
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■１、１、１のパターン

３本の移動平均線の位置関係が、それぞれ

５日移動平均線＞２５日移動平均線＞７５日移動平均線の時

「条件」－「チェック」から縦線を引いてみました。

■３、３、３のパターン

３本の移動平均線の位置関係が、それぞれ

５日移動平均線＜２５日移動平均線＜７５日移動平均線の時

「条件」－「チェック」から縦線を引いてみました。

移動平均線の解説で、短＞中＞長となると上昇相場、短＜中＜長となると下降相場とい
われますが、実際は大きな相場に遭遇しないとそれが当てはまらないことが分かります。

今回は移動平均線を用いましたが、ＷＯＲＫシートに登録されているテクニカル指標で
あれば、同様の事ができます。

例えば、相対力指数（ＲＳＩ）で周期１４日＞周期２８日の時はいつか？といった事が
出来ます。

もちろんＷＯＲＫシートですから、検索、検証も可能です。色々とお試し下さい。


